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まずは一度
お問い合わせ下さい！

2016年3月作成X901401603-001A（IP）

お問い合わせ先

この印刷物は、2016年3月の発行です。なお、お断りなしに仕様を変更することがありますので、ご了承ください。

その他お困りごとがあればご相談をお受けいたします。
お気軽にご相談下さい。

簡易点検
全ての業務用冷凍空調機器
（管理者様による点検）

定期点検
一定の規模以上の
第一種特定製品

（有資格者による点検）

点検及び整備内容を
記録し、保管しなくては
ならない
（該当製品を破棄するまで、
保存の必要があります。）

簡易点検とは、原則目視による点検であり「安全で容易に目視できる場合」に限定しております。
安全面や、機器の維持が確保できない場合は、弊社へご相談ください。

冷媒としてフロン類が充填されている次の機器をさします。

※詳細については、経産省ホームページ（http://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/ozone/law_furon_outline.html）
　およびJRECOホームページ（http://www.jreco.or.jp/）をご確認ください。

電動機
定格出力 点検頻度 点検スケジュールイメージ対象機器

50.0kW
以上

7.5～
50.0kW
未満

7.5kW
以上

1年に
1回以上

3年に
1回以上

1年に
1回以上

エアコン

冷蔵･冷凍機器

2015年
4月

2016年
4月

2017年
4月

2018年
4月

2019年
4月

2020年
4月
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4月
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4月
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4月
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4月
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4月
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4月
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4月
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4月
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電動機
定格出力 点検頻度 点検スケジュールイメージ対象機器

全ての業務用
冷凍空調機器

全ての業務用
冷凍空調機器

3ヶ月に
1回以上

年間
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

全ての業務用空調機器は、「簡易点検」を管理者自ら行う必要があります。
さらに、一定規模以上の業務用冷凍空調機器に対し、期間ごとに「有資格者」による
「定期点検」が必要になります。

機器からのフロン
漏えい量が多い場合
管理者は漏えい量を
報告しなくてはならない
（1,000CO₂/ton以上
漏えい時は、所轄大臣へ
報告義務があります。）

年 次 報 告

記録の保管

機器の点検 点検内容

管理者による簡易点検

定期点検有資格者による

管理者（所有者様･ユーザー様）に求められること…管理者（所有者様･ユーザー様）に求められること…

点検 点検 点検点検

点検点検

1月 2月 3月

ご面倒な点検は
システムサービスに
おまかせ！

冷媒フロン類取扱技術者証

●業務用の空調機器 ●業務用の冷凍･冷蔵機器
第一種特定製品とは？


